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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第42期

第３四半期連結
累計期間

第42期
第３四半期連結
会計期間

第41期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年

12月31日

自平成20年
10月１日
至平成20年

12月31日

自平成19年
４月１日
至平成20年
３月31日

営業収益（千円） 53,897,167 18,290,035 71,578,027

経常利益（千円） 822,434 552,124 870,211

四半期（当期）純利益（千円） 297,981 221,329 423,855

純資産額（千円） － 13,351,720 13,466,310

総資産額（千円） － 30,542,551 29,125,745

１株当たり純資産額（円） － 410.70 412.45

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
9.15 6.81 13.00

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）　
－ － －

自己資本比率（％） － 43.7 46.2

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
2,457,487 － 1,607,329

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△701,169 － △2,636,389

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△560,792 － 589,787

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ 2,854,119 1,658,593

従業員数（人） －
702

〔1,815〕　

678

〔1,708〕

　（注）１.当社は四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載しており

ません。

　      ２.営業収益は、売上高に不動産賃貸収入を加えたもので表示しております。

　      ３.営業収益には消費税等は含んでおりません。

４.潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益につきましては、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。
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２【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について重要

な変更はなく、主要な関係会社における異動はありません。

　また、前連結会計年度まで当社グループの事業区分は、「卸売事業」、「小売事業」、「その他」としていましたが、

これを第１四半期連結会計期間より「スーパーマーケット事業」、「外販事業」、「その他」に変更しております。

　なお、この変更に関してセグメント情報「事業の種類別セグメント情報」にセグメント区分の変更として注記して

おります。　

　

３【関係会社の状況】

　　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成20年12月31日現在

従業員数（人） 702　〔1,815〕

　（注）従業員数は就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出向者

を含む。）であり、臨時従業員数は〔　〕内に当第３四半期連結会計期間の平均人員（１日８時間勤務換算によ

る）を外数で記載しております。

(2）提出会社の状況

　 平成20年12月31日現在

従業員数（人） 624　〔1,613〕

 （注）従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向を含む。）であり、臨時従業員数

は〔　〕内に当第３四半期会計期間の平均人員（１日８時間勤務換算による）を外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、仕入及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第３四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称 金額（千円）

スーパーマーケット事業 395,088

外販事業　 224,555

合計 619,644

　（注）１．金額は、生産者販売価格によっております。

２．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2)商品仕入実績

 当第３四半期連結会計期間における商品仕入実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりでありま

す。

事業の種類別セグメントの名称 金額（千円）

スーパーマーケット事業 9,159,865

外販事業 4,138,900

合計 13,298,765

　（注）上記金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(3）販売実績

　当第３四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称 金額（千円）

スーパーマーケット事業 13,349,725

外販事業 4,773,073

その他 167,236

合計 18,290,035

　（注）上記金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態及び経営成績の分析】

　

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したものであります。

 

（1）業績の状況

当第３四半期におけるわが国経済は、世界的な金融市場の混乱や急激な円高の進行によって、景気が一気に減速

し雇用環境が悪化しました。

　当食品流通業界におきましては、相次ぐ食品偽装の表面化によって食料品を取扱う企業に対して、より大きな社　会

的責任が求められる状況となりました。一方、雇用不安が顕在化する中で消費者の節約意識が強まり、外食から内食

への回帰も見られるなど、食料品の販売においては業界の統計データからは底堅い面も感じられました。

  このような状況の下、当社グループはお客様の来店頻度を高めるために、利用度の多い必需品を低価格で販売する

「アルビス家計応援キャンペーン」を継続的に実施するとともに、12月には歳末ビッグキャンペーンを展開しマス

メディアも活用した積極的な販促活動を行いました。また計画的に改装を実施して既存店舗の活性化に努め、一方で

はロスの削減等による粗利益率の改善や全社的な経費削減策を実行いたしました。

　この結果、当第３四半期の経営成績は、営業収益18,290百万円、営業利益485百万円、経常利益552百万円、四半期純利

益221百万円となりました。

　　

　事業のセグメント別の業績は次のとおりであります。

　①スーパーマーケット事業

直営店舗の売上高については、積極的な販売促進活動や新店効果によって前年実績を上回ることができ、営業収

益は13,349百万円、営業利益493百万円となりました。

　②外販事業

前連結会計年度において一部得意先との取引解消があったこと等により、営業収益4,773百万円、営業利益163百万

円となりました。　

　③その他

デベロッパーとして運営している各ショッピングセンターの不動産賃貸収入は概ね計画通りとなり、営業収益

167百万円、営業利益49百万円となりました。　

　

（2）キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、第２四半期連結会計期

間末と比較して1,136百万円増加し2,854百万円となりました。

　

当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は1,747百万円となりました。これは、主に税金等調整前四半期純利益が457百万円、

減価償却費318百万円、のれん償却額66百万円、支払債務の増加が1,563百万円あった一方、売上債権が474百万円、た

な卸資産が311百万円増加したこと等によるものです。

　

　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によって使用した資金は191百万円となりました。これは、主に有形固定資産の取得による支出が124百

万円あったこと等によるものです。

　

　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によって使用した資金は529百万円となりました。これは、主に長期借入金の返済による支出が566百万

円あったこと等によるものです。 

　

　　（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　　　　当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

　　（4）研究開発活動

　　　　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありま

せん。　　　
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 100,000,000

計 100,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成20年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年２月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 33,779,634 33,779,634
名古屋証券取引所

市場第二部

1単元株式数1,000

株

計 33,779,634 33,779,634 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

　

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成20年10月１日～

平成20年12月31日

　

－ 33,779,634 － 1,829,322 － 2,405,774

（５）【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。　
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（６）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成20年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

①【発行済株式】

　 平成20年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　1,268,000 － 単元株式数 1,000株

完全議決権株式（その他） 普通株式　32,455,000 32,455 同上

単元未満株式 普通株式　56,634 －
１単元（1,000株）未

満の株式

発行済株式総数 33,779,634 － －

総株主の議決権 － 32,455 －

②【自己株式等】

　 平成20年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

アルビス株式会社

富山県射水市流通セ

ンター水戸田三丁目

４番地

1,268,000 － 1,268,000 3.75

計 － 1,268,000 － 1,268,000 3.75

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

 

最高（円）

　

202 200 206 235 210 208 188 165 201

 

最低（円）

　

173 186 195 191 194 180 140 150 140

　（注） 最高・最低株価は、名古屋証券取引所市場第二部におけるものであります。 
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３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりであります。

　（1）役職の異動

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日

　常務取締役 　営業本部長 　常務取締役 － 笹田　悦朗　 平成20年７月24日

　取締役 　店舗運営部長 　取締役 　営業本部長 堀　明久　 平成20年７月24日　

　常務取締役 　得意先営業部担当 　常務取締役 － 梶原　均　 平成20年９月12日　
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平

成20年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,854,119 1,658,593

売掛金 1,848,024 1,462,371

商品 1,678,908 1,382,722

原材料 58,146 31,959

仕掛品 510 977

その他 1,125,738 1,118,754

貸倒引当金 △165,771 △130,063

流動資産合計 7,399,675 5,525,315

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 7,058,464 7,233,782

土地 8,156,772 8,134,071

その他（純額） 1,461,000 1,564,193

有形固定資産合計 ※1
 16,676,237

※1
 16,932,047

無形固定資産

のれん 566,343 771,189

その他 309,947 359,800

無形固定資産合計 876,290 1,130,989

投資その他の資産

敷金及び保証金 3,658,370 3,398,451

その他 2,133,352 2,392,643

貸倒引当金 △201,375 △253,702

投資その他の資産合計 5,590,348 5,537,393

固定資産合計 23,142,876 23,600,430

資産合計 30,542,551 29,125,745

負債の部

流動負債

買掛金 5,483,954 4,034,402

短期借入金 2,602,000 2,752,400

1年内返済予定の長期借入金 2,187,720 2,286,728

未払法人税等 276,745 91,975

賞与引当金 179,482 363,167

その他 1,683,042 1,368,089

流動負債合計 12,412,944 10,896,762

固定負債

長期借入金 3,735,226 3,777,169

受入敷金保証金 802,987 766,344

その他 239,673 219,159

固定負債合計 4,777,886 4,762,673

負債合計 17,190,831 15,659,435
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,829,322 1,829,322

資本剰余金 2,545,005 2,545,005

利益剰余金 9,405,270 9,367,801

自己株式 △304,655 △283,690

株主資本合計 13,474,942 13,458,439

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △123,222 △5,354

評価・換算差額等合計 △123,222 △5,354

少数株主持分 － 13,224

純資産合計 13,351,720 13,466,310

負債純資産合計 30,542,551 29,125,745
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

売上高 53,199,787

売上原価 40,558,874

売上総利益 12,640,912

不動産賃貸収入 697,380

営業総利益 13,338,292

販売費及び一般管理費 ※1
 12,656,992

営業利益 681,300

営業外収益

受取利息 24,334

受取配当金 10,872

受取手数料 43,920

持分法による投資利益 1,013

その他 161,768

営業外収益合計 241,910

営業外費用

支払利息 89,459

その他 11,317

営業外費用合計 100,777

経常利益 822,434

特別利益

固定資産売却益 819

投資有価証券売却益 41,797

貸倒引当金戻入額 18,535

特別利益合計 61,153

特別損失

固定資産除却損 5,272

店舗閉鎖損失 31,556

投資有価証券売却損 22

投資有価証券評価損 153,980

減損損失 1,298

預託金貸倒引当金繰入額 1,450

特別損失合計 193,581

税金等調整前四半期純利益 690,006

法人税、住民税及び事業税 316,771

法人税等調整額 79,540

法人税等合計 396,311

少数株主損失（△） △4,286

四半期純利益 297,981
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

売上高 18,055,477

売上原価 13,576,980

売上総利益 4,478,497

不動産賃貸収入 234,557

営業総利益 4,713,055

販売費及び一般管理費 ※1
 4,227,110

営業利益 485,945

営業外収益

受取利息 8,681

受取配当金 1,930

受取手数料 13,936

その他 72,457

営業外収益合計 97,005

営業外費用

支払利息 28,777

出向者給与 2,048

営業外費用合計 30,826

経常利益 552,124

特別利益

固定資産売却益 819

特別利益合計 819

特別損失

固定資産除却損 1,248

投資有価証券評価損 92,970

預託金貸倒引当金繰入額 1,450

特別損失合計 95,668

税金等調整前四半期純利益 457,276

法人税、住民税及び事業税 190,878

法人税等調整額 45,068

法人税等合計 235,946

四半期純利益 221,329
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 690,006

減価償却費 950,306

減損損失 1,298

のれん償却額 196,878

貸倒引当金の増減額（△は減少） △16,618

賞与引当金の増減額（△は減少） △183,685

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △17,960

退職給付引当金の増減額（△は減少） △23,489

ポイント引当金の増減額（△は減少） 26,903

受取利息及び受取配当金 △35,207

支払利息 89,459

固定資産除売却損益（△は益） 4,453

投資有価証券売却損益（△は益） △41,775

投資有価証券評価損益（△は益） 153,980

売上債権の増減額（△は増加） △385,653

たな卸資産の増減額（△は増加） △325,326

支払債務の増減額（△は減少） 1,574,172

その他 11,686

小計 2,669,429

利息及び配当金の受取額 16,821

利息の支払額 △87,587

法人税等の支払額 △141,175

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,457,487

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △824,597

有形固定資産の売却による収入 1,002

無形固定資産の取得による支出 △7,124

投資有価証券の取得による支出 △1,496

投資有価証券の売却による収入 94,533

その他 36,512

投資活動によるキャッシュ・フロー △701,169

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △150,400

長期借入れによる収入 1,600,000

長期借入金の返済による支出 △1,740,951

自己株式の取得による支出 △20,965

配当金の支払額 △238,593

リース債務の返済による支出 △9,882

財務活動によるキャッシュ・フロー △560,792

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,195,525

現金及び現金同等物の期首残高 1,658,593

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 2,854,119
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

１．持分法の適用に関する事

　項の変更　

 持分法適用の関連会社　　－社

（持分法適用関連会社の変更）

　第1四半期連結会計期間まで持分法適用関連会社であったＡＥＳ

㈱は、平成20年7月31日に全株式を売却したことにより、第２四半

期連結会計期間より持分法適用関連会社から除外しております。

なお、これにより持分法適用関連会社はありません。

２．会計処理基準に関する事

  項の変更

(1）重要な資産の評価基準及び評価方法の変更

　たな卸資産　　

　たな卸資産の評価基準及び評価方法については、第１四半期連結

会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基

準第９号　平成18年７月５日）が適用されたことに伴い、小売店舗

の商品は売価還元原価法（貸借対照表価額については収益性の低

下に基づく簿価切下げの方法）を、その他の商品については主と

して総平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の

低下に基づく簿価切下げの方法）によりそれぞれ算定しておりま

す。

　なお、この変更による影響は軽微であります。

(2）リース取引に関する会計基準の適用

　所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸

借取引に係る方法に準じた会計処理によっていましたが、「リー

ス取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号（平成５年６月

17日（企業会計審議会第一部会）、平成19年３月30日改正））及

び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適

用指針第16号（平成６年１月18日（日本公認会計士協会　会計制

度委員会）、平成19年３月30日改正））が平成20年４月１日以後

開始する連結会計年度に係る四半期連結財務諸表から適用するこ

とができることになったことに伴い、第１四半期連結会計期間か

らこれらの会計基準等を適用し、通常の売買取引に係る会計処理

によっています。

　また、所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

の減価償却の方法については、リース期間を耐用年数とし、残存価

額を零（残価保証の取り決めがある場合は残価保証額）とする定

額法を採用しています。

　ただし、リース取引開始日が適用初年度開始前の所有権移転外

ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る

方法に準じた会計処理を引き続き採用しております。

　なお、この変更による影響は軽微であります。
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当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

　 (3）ポイント引当金　

　従来まで、販売促進を目的とするポイントカード制度により付与

したポイントは一定ポイント数に達した時点でポイント券を発行

し、その発行時に費用処理しておりましたが、第１四半期連結会計

期間からは、これに加え一定ポイント数に達しないポイント残高

に対して将来使用されると見込まれる額を引き当て計上する方法

に変更いたしました。　

　この変更はポイントカードの使用見込額の合理的な見積りが可

能になったこと及び今後のポイントカードの発行枚数増加に伴い

ポイント残高が増加することが見込まれることから、より合理的

な期間損益計算と財務の健全化を図るためのものであります。　

　これにより、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及

び税金等調整前四半期純利益は、それぞれ26,903千円減少してお

ります。　

【簡便な会計処理】

　
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

経過勘定項目の算定方法 　一部の経過勘定項目については合理的な算定

方法による概算額で計上しております。

　

【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

　（有形固定資産の耐用年数の変更）

　当社及び一部の連結子会社における機械装置の耐用年数

は従来まで７年～12年としていましたが、第１四半期連結

会計期間より法人税法の改正を契機に見直しを行い９～10

年に変更しました。

　これによる損益に与える影響及びセグメントに与える影

響は軽微であります。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成20年12月31日）

前連結会計年度末　
（平成20年３月31日）　

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、13,717,296千円で

あります。　

　

２　偶発債務

　連結会社以外に対する保証は次のとおりでありま

す。

　下記の者の金融機関からの借入金に対し、債務保証

を行っております。

　協同組合アピア 76,006千円

　従業員 1,227

　計 77,233

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、12,963,422千円で

あります。　

　

２　偶発債務　

　連結会社以外に対する保証は次のとおりでありま

す。

　下記の者の金融機関からの借入金に対し、債務保証

を行っております。

　協同組合アピア 113,106千円

　従業員 1,566

　計 114,672

　

（四半期連結損益計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

　※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費用及び金額

　　　は次のとおりであります。

　　　　給料及び手当 4,559,021千円　　

　　　　賞与引当金繰入額 173,593 　

　　　　ポイント引当金繰入額 26,903 　

　　　  賃借料　 1,325,369 　

　　　　減価償却費 839,940　

　　　　運搬費 786,796  

　　　　水道光熱費 818,748  

　　　　販売促進費 668,551  

　　　　広告宣伝費 444,173  

　   

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

　※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費用及び金額

　　　は次のとおりであります。

　　　　給料及び手当 1,369,847千円　　

　　　　賞与引当金繰入額 173,593 　

　　　　ポイント引当金繰入額 2,107 　

　　　  賃借料　 443,544 　

　　　　減価償却費 290,181　

　　　　運搬費 262,680  

　　　　水道光熱費 272,123  

　　　　販売促進費 233,805  

　　　　広告宣伝費 155,645  
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

　

（平成20年12月31日現在）

　 （千円）

　現金及び預金勘定 2,854,119

　現金及び現金同等物 2,854,119

（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　

平成20年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　33,779千株

　

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　1,269千株

　

３．配当に関する事項

　配当金支払額　

（決議）
株式の種類

配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資　

平成20年６月27日

定時株主総会
普通株式 130,469 4.00 平成20年３月31日 平成20年６月30日 利益剰余金　

平成20年10月30日

取締役会　
普通株式　 130,043 4.00 平成20年９月30日　平成20年12月５日　 利益剰余金　
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日　至平成20年12月31日）

　
スーパーマーケット

事業

（千円）

外販事業

（千円）

その他

（千円）

計

（千円）

消去又は全社

（千円）

連結

（千円）

 営業収益及び営業損益       

 　　　営業収益       

 　(1)外部顧客に対する営業収益 13,349,725 4,773,073 167,236 18,290,035 － 18,290,035
 　(2)セグメント間の内部営業収益

　　　 又は振替高
1,773 60 104,942 106,776 (106,776) －

 計 13,351,499 4,773,133 272,179 18,396,812 (106,776) 18,290,035

 　　　 営業費用 12,858,327 4,609,468 223,079 17,690,875 113,215 17,804,090

 　　　 営業利益 493,172 163,664 49,100 705,937 (219,991) 485,945

当第３四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年12月31日）

　
スーパーマーケット

事業

（千円）

外販事業

（千円）

その他

（千円）

計

（千円）

消去又は全社

（千円）

連結

（千円）

 営業収益及び営業損益       

 　　　営業収益       

 　(1)外部顧客に対する営業収益 39,197,238 14,189,074 510,854 53,897,167 － 53,897,167
 　(2)セグメント間の内部営業収益

　　　 又は振替高
5,271 180 335,499 340,950 (340,950) －

 計 39,202,509 14,189,254 846,354 54,238,118 (340,950) 53,897,167

 　　　 営業費用 38,516,290 13,571,813 683,170 52,771,274 444,592 53,215,866

 　　　 営業利益 686,218 617,441 163,183 1,466,843 (785,542) 681,300

　（注）１．事業区分の方法……事業区分は販売方法、商品及び役務の種類・性質等を勘案して分類しております。

２．各区分に属する主要な商品の名称

(1)スーパーマーケット事業……食料品及び雑貨

(2)外販事業……食料品及び雑貨

(3)その他……商業施設用地開発事業・不動産賃貸など

３.　セグメント区分の変更     

　当社グループは、従来まで卸売事業を主とした事業形態で運営していましたが直営店出店等を加速させる

ことによって小売事業に軸足を移しており、このような事業構造の変化を受けて第１四半期連結会計期間よ

り新たな区分による事業の種類別セグメント情報を開示しております。

　具体的には、前連結会計年度までの「卸売事業」、「小売事業」、「その他」の区分を、第１四半期連結会計

期間より「スーパーマーケット事業」、「外販事業」、「その他」に変更しております。

　この変更による主な影響額は、従来までの卸売事業に含まれていた小売事業に帰属する利益は、第１四半期

連結会計期間から合理的な配賦基準に基づき「スーパーマーケット事業」に1,040,812千円が配分されてお

り、また、前連結会計年度まで「消去又は全社」の配賦不能営業費用としていた金額のうち165,601千円は第

１四半期連結会計期間より「スーパーマーケット事業」に配分されております。 

　

【所在地別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日　至平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自

平成20年４月１日　至平成20年12月31日）

　当社は本邦以外の国または地域に所在する連結子会社がないため、該当事項はありません。

　

【海外売上高】

当第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日　至平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自

平成20年４月１日　至平成20年12月31日）

　海外営業収益がないため、該当事項はありません。
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（有価証券関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）

　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありま

せん。

　

（デリバティブ取引関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）

当社グループは、デリバティブ取引を全く利用していないため、該当事項はありません。

（ストック・オプション等関係）

当第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成20年12月31日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 410.70 円 １株当たり純資産額 412.45 円

２．１株当たり四半期純利益金額等

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 9.15 円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 6.81 円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

四半期純利益（千円） 297,981 221,329

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 297,981 221,329

期中平均株式数（千株） 32,557 32,510

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

（リース取引関係）

　リース取引開始日が適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引

に係る方法に準じて処理を行っておりますが、当第３四半期連結会計期間におけるリース取引残高は前連結会計年

度末に比べて著しい変動がありません。

 

　

２【その他】

平成20年10月30日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議しました。　

（イ）中間配当による配当金の総額 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥130百万円

（ロ）１株当たりの金額 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥４円　

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日 ‥‥‥‥‥平成20年12月５日

　（注）　平成20年９月30日現在の株主名簿及び実質株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年２月13日

アルビス株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 池田　裕之　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 蔵島　大造　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているアルビス株式会社の

平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平成20年

12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、アルビス株式会社及び連結子会社の平成20年12月31日現在の財政状態、同

日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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